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日本文教出版　平成27年度版「小学算数」
日本文教出版　平成27年度版「小学算数」

平成27年度版 『小学算数』観点別・編集の特色
　■編集の基本方針■　　　　○算数的活動の一層の充実を図り，数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に付けるとともに，数学的な思考力，表現力を高め，算数を学ぶことの楽しさやよさを実感できるようにする。
○個に応じ，個を生かした学びを通して，算数の基礎・基本を確実に習得するとともに，問題解決の過程に沿った学びを展開し，算数の基礎・基本を進んで生活や学習に活用できるようにして，算数の学び方を身に付け，自立的な探究につながるようにする。
○子どもたちの算数の学びをデザインするとともに，子どもたちと創る算数の学習をデザインできるような教科書にする。
	項目
	観点
	特色
	具体例
	該当ページ

	目　　　標
	●算数科の目標達成に必要な内容が適切に取り上げられているか。

①基礎的・基本的な知識や技能を十分理解し，定着できるように配慮されているか。


	①基礎的・基本的な内容の意味理解に重点をおいた展開にするとともに，学習したことの定着度の向上を図る機会を適宜設け，今後の学習につながる力として身につけるようにしています。


	●数の意味や表し方，計算の意味，量の単位と測定，図形の意味や性質などの新しい内容を抽象化，一般化する過程をていねいに扱うとともに，「数」「量」「図形」の感覚が豊かになるようにしています。

●単元前には既習事項を確かめる《次の学習のために》，巻末には今後の学習のもとになる内容を確認する《じっくりチェック》，２～３単元毎には学習したことの定着度の向上を図る《復習》を設けています。

●基礎的・基本的な知識や技能は，適度な量の練習を本文で扱うとともに，側注の《もう一度考えよう》や巻末の《力をつけよう》で繰り返し練習することによって，習熟・定着が図られるようにしています。　　
	→１年P.８～11，
２年上P.48～51
ほか
→３年上P.35,54,
114ほか

→全単元（２年以降）

	
	②見通しを持ち，筋道を立てて考えるような，数学的な思考力が育つように配慮されているか。


	②既習事項を活用して解決の見通しを立てたり，結果の見積もりを解決に生かしたりするなど，子どもの思考力が育つような展開にしています。


	●教科書の判型はＡＢ判を採用し，横長になった紙面の側注を生かして，問題解決の見通しを立てたり，結果の見積もりを行ったりしながら学習を進めることを示唆しています。

●２年以降の上巻頭に，問題解決的な学習の展開例を示した《さあ，算数の学習を始めよう》を設け，子どもの主体的な算数の学習を促しています。

●２年以降の上巻末に，問題解決的な学習過程と学習を進めていく際の着眼点をまとめた《学び方ガイド》を添付し，問題解決的な学習過程をより明瞭にする役割を果たすようにしています。
	→全単元（側注は２年以降）

→上巻P.２～３
（２年以降）

→上巻末（２年以降）

	
	③考えたことを言葉，数，式，図などを用いて表すような，数学的な表現力が育つように配慮されているか。


	③自分の考えを表現・説明したり，算数におけるさまざまな表現様式を知ったりするなど，子どもの数学的な表現力が育つような場面を工夫しています。
	●本文で子どもの考えを提示することに加え，側注ではその考えを発表する場面も例示しています。つなぎ言葉などの算数で使いたい言葉を明示し，自分の考えを発表する際，どのようなことに気をつければよいかを示唆しています。

●２年以降の上巻末に，自分の考えを表現したり，わかりやすく説明したりするための指針となる《算数で使いたいことば・考え方》を設け，各学年３～４事例を取り上げています。

●単元内の「直後の練習」に設けた《どうしてがいえるかな》や《たしかめポイント》は各単元の内容で，また，３年以降の本編末《活用》は複数の単元や領域を結び付けた内容を用いて，理由や方法などを説明させる記述式の問題を扱っています。
	→２年上P.22

４年上P.34
５年下P.12

ほか

→上巻末（２年以降）

→３年上P.16
６年上P.45
５年下P.114～115

ほか

	項目
	観点
	特色
	具体例
	該当ページ

	目　　　標
	④算数的活動の楽しさや，数理的な処理のよさに気付くように配慮されているか。


	④積極的に算数的活動を取り入れた学習を行うことを通して，活動の楽しさや数理的な考察や処理のよさが感得できるようにしています。


	●単元のあらゆる場面で，子どもたちが教室内外で取り組むことができる作業的・体験的な算数的活動を積極的に取り入れ，主体的に学習活動を行い，活動の楽しさを味わうことができるようにしています。

●子どもの身近な生活場面から多くの問題を見つけ，数理的な処理のよさを感じられるようにするとともに，算数を実際の生活場面と結びつけていく算数的活動を随所に取り入れ，算数が生活の中で身近なものとして感じられるようにしています。
	→１年P.24～25
３年下P.６・７
５年下P.80～81
ほか

→２年下P.54～55
４年下P.56
５年下P.58

ほか

	
	⑤算数で学習したことを，生活や学習に活用しようとする態度が育つように配慮されているか。


	⑤身近な生活場面を題材にしたり，学習した内容を生活や学習に活用したりするような教室内外における算数的活動を通して，学習したことを実生活や新しい学習内容の問題解決に活かせるようにしています。


	●「わかる」「できる」だけでなく，習得した知識や技能を用いて算数的活動に積極的に取り組む「活かす」を重視し，単元後半に算数的活動を取り入れ，《いち・に・算活》のタイトルを付けています。

●各単元で設定された問題や活動などは，身近な生活場面を題材として設定したり，実際のさまざまな生活や他教科，総合的な学習の時間での活用を意図したりしています。さらに，３年以降の本編末《活用》では，算数科固有，他教科等の学習，日常生活といったさまざまな状況を考慮した総合的な問題を用意しています。
●既習の知識を使って，新しい知識や方法を生み出していけるように，ＡＢ判の紙面構成や巻末の《学び方ガイド》を有効活用できるような，問題解決的な学習の記述や展開を工夫しています。
	→２年上P.96

６年下P.14
ほか

→３年上P.68～69
６年上P.94～95
ほか

→４年上P.33～34
５年下P.17～18
ほか

	
	⑥算数的活動が重視された学習展開で，子どもが目的意識をもって主体的に活動に取り組めるように配慮されているか。


	⑥知識・技能を実際の場面で活用するような外的な活動，問題解決の方法を考え，説明するような内的な活動など，算数的活動の目的を明確にする工夫を行い，積極的に取り入れています。
	●算数的活動として学習指導要領の各学年に例示されたような内容は，《いち・に・算活》の場面では外的な活動を，ＡＢ判の紙面構成や巻末の《学び方ガイド》を利用して内的な活動ができるようにしています。

●《いち・に・算活》で取り上げている知識や技能を実際の場面で活用する活動は，本文と活動の内容を踏まえ，より活動の効果が高まるような位置に配しています。さらに，活動を行うにあたって手順や準備物などを示したり，多くの活動の成果（作品）を提示したりしています。

●問題解決の方法を考え説明する活動は，側注を利用し，見通し・見積もりや子どもの考えの提示に加え，発表の仕方や話し合いの観点を具体的に示し，問題解決的な学習を充実させ，数学的な思考力・表現力などがいっそう育つように工夫しています。
	→１年P.43，56
３年上P.78
５年上P.55～56

ほか

→４年上P.72
５年下P.74～75
ほか

→３年上P.57～58
４年下P.43～45
６年上P.51～53
ほか

	
	⑦学習活動の基盤となる言語に関する関心や理解を深め，言語に関する能力が育つように配慮されているか。
	⑦算数科における言語活動の充実を図り，数学的な思考力・表現力を育むため，問題解決的な学習を推進するとともに，ノート指導や数学的な表現の相互関連を整理する内容についてもていねいに取り上げています。
	●問題解決的な学習過程を具体的に示す場面を充実しています。これらの場面では，４段階に整理した問題解決的な学習の手順と具体的な着眼点とともに，「めあて」や「まとめ」なども示し，授業づくりの参考となるようにしています。また，学習過程を示していない問題については，結果や方法の見通しを立てたり，考えたことを話し合ったりするための着眼点を示しています。
●２年以降の上巻頭には，《算数ノートをつくろう》を設け，結果だけでなく，考えた過程を言葉，数，式，図などを使って説明できるように，ノートの書き方の事例を掲載しています。
●新設した《よみとろう あらわそう》は，言葉，数，式，図など数学的な表現の相互関連を整理するような内容や，テープ図や数直線図のよみ方，かき方についても系統的に整理して扱っています。
	→２年上P.39～41
　４年下P.21～22

　ほか
→上巻P.４～５

（２年以降）

→２年上P.72
　５年上P.84

　ほか

	項目
	観点
	特色
	具体例
	該当ページ

	内容の程度・取り扱い
	●内容の程度はその学年の発達段階に適しているか。また，社会的要請のある内容が取り扱われているか。

①本文の問題，練習問題の程度は適切か。
	①本文の問題や練習問題は，子どもの発達段階を考慮して，基礎的・基本的なものに重点を置くようにしています。


	●各学年で重要な基礎的・基本的な内容に十分なページ数を取り，時間をかけて定着できるようにしています。

●「直後の練習」や単元末《たしかめポイント》の問題とも，本文の問題（例題）と同程度の内容で構成し，本文（単元）の学習だけでは解けないような難易度の高いものは取り扱っていません。
	→全単元
→全単元

	
	②各領域の内容は，基礎的・基本的事項を明確にとらえ，充実した学習指導ができるように配慮されているか。
	②単元の展開は，課題となる問題文を囲み，原則１～２ページでひとまとまりの内容となるようにしています。
	●各学年とも，領域ごとの内容や関連を考慮した単元配列にしています。また，内容を吟味し，取り扱いにめりはりをつけることによって，中心課題の基本的な考えをていねいに扱い，派生問題へと段階的に理解を深め，定着が図られるようにしています。
	→全単元

	
	③素材はどの地域にも適し，子どもの生活経験や興味・関心について配慮されているか。
	③素材は，子どもの生活や経験の中から，興味・関心の深いものを取り上げるようにしています。
	●素材の選定にあたっては，特定の地域に偏りがないように配慮するとともに，季節感や子どもの日常生活での経験を重視した素材を取り上げるようにしています。　　　　　　


	→１年P.90
２年上P.76

ほか

	
	④他教科や総合的な学習の時間への関連，また，中学との連携について配慮されているか。


	④漢字は当該学年で学習するものに振り仮名をつけて用いています。

また，他教科や総合的な学習の時間との関連，中学校数学科との連携についても十分に配慮しています。
	●漢字は，国語科の学習との関連を重視し，原則，当該学年までの配当漢字を用いています。ただし，当該学年の漢字については見開きごとに振り仮名をつけて，読みの抵抗が少なくなるようにしています。
●防災的な視点と算数を関連付けて紹介したり考えさせたりする内容や，防災的な視点から表やグラフを作成した題材を扱っています。
●６年下後半に《もうすぐ中学生》を設けて，小学校での学習をふまえて，中学校で学習する内容について紹介しています
	→全単元

→２年下P.49
　５年下P.74～75
ほか
→６年下P.96～102

	
	⑤人権尊重やユニバーサルデザインなどへの配慮がなされているか。


	⑤男女平等や障害をもつ人への配慮など，人権を尊重した取り扱いをしています。また，特別支援教育や色覚の特性など支援を必要とする子どもたちだけでなく，すべての子どもたちが学習を進める上で有効な取り組みを行っています。
	●男女の役割分担などの既成概念を排除するなど，素材や場面の選定においては，人権面や社会的な性差別を助長することのないように配慮しています。

●すべての文を読みやすい位置で改行したり，他の箇所と区別できるように問題文やまとめを囲んだりしています。

●原則として色調の違いによって区別させる問題や場面は避けるようにしています。必要に応じて色や形を変えるなどして，見やすい紙面になるようにしています。
	→全単元
→全単元

→１年P.24～25

４年上P.74

ほか



	
	⑥教育基本法の趣旨に則り，道徳教育との関連や伝統・文化に親しむことについて配慮されているか。
	⑥算数科の特質に応じて，道徳教育との関連を図ったり，伝統･文化に親しんだりすることについて，適切に指導できるように配慮しています。
	●問題解決の場面では，自らの意見を発表し，他者の多様な考え方を尊重し，話し合いを通してよりよい考えを作り上げていく展開を重視して，道徳心を培うことに配慮しています。

●きまりを守って生活することや，美しいものに感動する心を育てることなど，豊かな情操力を培うことに配慮した内容を扱っています。
●《なるほど算数》は，先人たちが培ってきた算数への努力にも関心が持てるような話題を掲載し，我が国の伝統・文化に親しみ，それを大切にする気持ちが持てるように配慮しています。
	→２年上P.25～27
５年上P.27～29
ほか

→３年上P.50
４年上P.114

ほか

	
	⑦学校現場におけるＩＣＴ環境など，社会の進展や変化に対応できるように配慮されているか。
	⑦社会環境の進展や変化にいち早く対応できるように，コンピュータの活用が可能となるように配慮しています。
	●シミュレーションなど，Web上で学習展開することによって，より効果的な学習を実現する内容を教科書上に示しています。さらに，指導用教材として「デジタル教科書」を用意しています。


	→３年上P.73
５年下P.6
ほか

	項目
	観点
	特色
	具体例
	該当ページ

	内容の程度・

取り扱い
	⑧子どもたちの学習評価に関する配慮がなされているか。
	⑧単元末の練習問題などでは，観点別評価を視野に入れた提示を行っています。また，子どもたちに自己評価を促すような工夫をしています。
	●《次の学習のために》や《たしかめポイント》では，各問題に，評価の観点を提示しています。

●《たしかめポイント》では，各問題にフィードバックページ提示したり，巻末『算数マイトライ』では，解答を提示したりして，子どもたちに自己評価を促す工夫を行っています。
	→全単元（２年以降）
→全単元（２年以降）

　巻末（２年以降）

	組織・配列
	●内容の組織・配列は，学習指導を有効に進められるように配慮されているか。

①単元の構成・配列は，各領域の特色に応じた内容が考慮され，領域間の関連や学年間の円滑な接続が図られているか。
	①各学年の領域の系統と特色，子どもの発達段階を考慮して内容を配列しています。また，反復練習を要する内容は，早期に配列して，その学年内で確実に定着するようにしています。
	●今後の学習につながる素地的内容が多い低学年では，単元を分散的に構成し，同じ内容が長い期間続かないようにしています。また，内容が領域間で関連深くなる高学年では，学習の効果や効率を考慮し，関連する内容をまとめた配列にしています。

●各学年で習熟に時間を要する内容は，できるだけ早期に学習するような配列にしています。
●巻頭に《これまでに学習したこと》，単元前には《次の学習のために》を設け，既習事項を確認してから新しい学習が始められるようにしています。
	→たし算とひき算

（２年上）

→整数の性質と分数のたし算・ひき算

（５年上）

→わり算（３・４年）

→上巻P.８（２年以降）全単元

	
	②各単元は，子どもたちの主体的な問題解決を促す組織・展開になるように配慮されているか。


	②各単元の組織・展開は，課題の発見・把握，解決の実行，検討，まとめに至る各段階で，子どもたちの主体的な学習を促す問題解決的な展開を工夫しています。
	●２年以降の上巻頭に《さあ，算数の学習を始めよう》，上巻末に《学び方ガイド》を設けています。これらを利用することで，子どもたちは問題解決的な学習過程を確認することができます。

●各単元の展開は，側注を使って，見通しを立てたり，発表や話し合いの場面を提示したりと，子どもたちの問題解決的な学習を支援しています。
	→上巻P.２～３

（２年以降）

上巻末（２年以降）

→全単元（２年以降）

	
	③基礎・基本の定着や維持の機会が適切に設けられているか。


	③基礎的・基本的な知識や技能については，単元の導入前に既習事項を振り返ったり，単元末に確認の機会を設けたり，単元間に適宜復習の機会を設けたりして，既習事項の定着や維持を図っています。また，子どもたちのつまずきへの対応を図るための工夫を行っています。

	●新しい単元に入る前に，これから学習する内容のもとになる既習事項を確認する《次の学習のために》を設けています。ここでは，単なる知識や技能を確認するだけではなく，学習の根底となる考え方も振り返ることができるようにしています。

●各単元では，「直後の練習」，《たしかめポイント》のように層を重ね，つまずきの発見や能力の深化を図っています。また，２～３単元毎に《復習》，学年の終わりに《学年のまとめ》，巻末に《力をつけよう》を設け，基礎的・基本的な内容が確実に定着できるようにしています。
●《復習》の最後に《まちがいやすい問題》として，全国学力・学習状況調査や各地域での学力調査における通過率等の低い問題を重点的に取り上げ，子どもたちが苦手とする内容への対応が図られるようにしています。
●演算決定の力を身に付けることを重視して，《たすのかな ひくのかな》や《どんな計算になるか考えよう》を設けています。
	→全単元
→全単元
　巻末（２年以降）
→１年P.164
　３年下P.62

　５年上P.32

→１年P.116～117

　 ５年上P.85

	
	④子ども一人ひとりの個性を伸ばすことや，習熟の程度に応じた学習ができるように配慮されているか。


	④個に応じ，個を生かした学びができるような構成を工夫しています。算数が得意な子ども，もっと勉強したい子どもへの対応はもちろん，学習の遅れがちな子どもが学習に取り組みやすいような，ていねいな展開となるように配慮しています。
	●２年以降の巻末に新設した『算数マイトライ』は，本編を学習した後，子どもの実態に応じた柔軟な取り扱いができるような問題を集めています。なお，巻末には解答例を設けています。

●《選んで学ぼう》の《じっくりチェック》は，単元の基礎的・基本的な内容を確かなものにして今後の学習のもとになる内容で，《ぐっとチャレンジ》は，単元の学習をふまえ，見方・考え方を広げ深める応用的な内容や学習指導要領に示されていない発展的な内容で構成しています。

	→巻末（２年以降）

→巻末（２年以降）



	項目
	観点
	特色
	具体例
	該当ページ

	組織・配列
	
	
	●《学びを深めよう》は，活用や探究につながる課題解決の喜びが感じられるような３種類の内容で構成しています。

●《力をつけよう》は，各時間に取り組んだ問題の類題を用意し，子どもたちの習熟の状況に応じて柔軟な対応ができるような構成にしています。
●６年下《マテマランドの探険》は，テーマ毎にまとめられた複数の話題の中から，個人やグループの興味・関心に応じて課題を選択しながら学習が進められるようにしています。
	→巻末（２年以降）

→巻末（２年以降）

→６年下P.68～85

	分量・時数
	●内容の分量や配当時数は，学習指導を有効に進められるように配慮されているか。

①各内容の分量は，適切に配分されているか。
	①基礎的・基本的な内容の分量は，無理なく効果的な学習指導が進められるようになっています。


	●各学年の主要な単元には，十分なページ数と時間数が確保できるように配慮しています。

●単元導入は原則見開きで構成するとともに，意味理解，原理などを扱うところでは十分なページ数と時間数を確保し，学習意欲を高めたり，理解が図られるようにしたりしています。
	→全単元
→全単元

	
	②教科書全体の分量と確保できる指導時数は，合理的で均衡がとれているか。


	②標準指導時数で，余裕を持って学習できる分量で構成しています。単元は，原則，導入は２ページ１時間，展開は１ページ１時間の指導時数をあて，無理なく学習が進められるようにしています。
	●学習指導要領で示された標準時数の範囲内でゆとりを持って指導できるような分量で構成しています。

●各学年とも年間10～30時間程度の予備時間を設け，学習内容の定着と維持が十分に図られるように配慮しています。

●質・量ともに充実した教科書を目指し，２年以降の巻末には『算数マイトライ』を新設しています。本編の学習をふまえた選択内容で，個に応じた個を生かす学習に取り組むことが可能になっています。
	→単元配当表

（別冊「検討の観点と特色」P.10～21）

→巻末（２年以降）



	
	③練習問題の分量は適切かつ十分に用意されているか。


	③練習や復習などの問題は，理解を定着・習熟させるのに必要な分量になっています。さらに，技能面だけでなく数学的な考え方を伸ばす問題も用意しています。
	●「直後の練習」は，直前の学習内容と時間を考慮して適切な分量にしています。そのうち《どうしてがいえるかな》では，理由や方法を説明させるような思考力・表現力を高める問題も設けています。
●側注に設けた《もう一度考えよう》や巻末に設けた《力をつけよう》は，本文の問題（例題）や「直後の練習」を補完するような内容になっています。これらの問題は，個人や学級の状況に応じて，授業中や家庭学習のいずれでも取り組めることができます。
	→全単元

→全単元（２年以降）

巻末（２年以降）

	表記・表現
	●表記・表現が工夫され，その学年の子どもが理解しやすくなっているか。

①算数の特色を十分に生かした表現になっているか。
	①算数独自の用語や記号はもちろん，数式，図表などを正確で簡潔な表記や表現にして，より進んだ数学的な考え方や処理の仕方を導き出しやすいようにしています。
	●学習指導要領に掲げられた用語や，学習を進める上で必要な数学用語や説明については，本文と書体を変えて表記し，理解が十分図られるようにしています。
●ことばの式，式，数直線図などをうまく組み合わせて，計算の仕方を導き出させ，計算の意味が理解しやすいようにしています。また，これらの内容は，《よみとろう あらわそう》で系統的に整理しています。
	→全単元

→４年下P.106
６年上P.60
ほか

	
	②表記や表現は，子どもの発達段階に適合しているか。


	②算数独自の簡潔な表記や表現を保ちながら，平易で親しみがもてるように工夫しています。
	●誤解やあいまいな理解を与えないように，解説や説明は，ていねいさと正確さに注意し，イラストや簡明な表記，図や発問によって的確に理解できるように配慮しています。
	→全単元

	
	③資料は効果的で，子どもの思考を促すように工夫されているか。
	③資料は，本文の情景や関係が具体的にとらえられるような関連の深いものを選定し，本文の問題場面を明確に把握・理解できるようにしています。
	●子どもたち自身の問題として調査し資料を作成して考察するという実践的な力や態度を培うことができるような，身近で興味深い資料を取り上げています。

●統計資料は，算数科のねらいと他教科との関連を図りながら，正確でできるだけ新しく，学習効果が高められるようなものを用いるようにしています。
	→３年上P.85
４年下P.56
ほか

→４年上P.68,71

５年下P.69-73

ほか

	項目
	観点
	特色
	具体例
	該当ページ

	創意・工夫
	●学習意欲や効果を高められるような創意と工夫がなされているか。

①教科書を有効に活用するため，体裁や構成は創意・工夫がなされているか。
	①子どもたちの目線に立って，効果的な学習ができるような体裁や構成になっています。


	●体裁は，問題解決的な学習を効果的に進めるため，側注を使用できるようにＡＢ判を採用しています。

●１年の教科書は，数のしくみや加法・減法の意味など，１年間を通して学習を関連づけて振り返ることができるように合冊にしています。

●高学年（５，６年）の教科書は，内容の質・量の充実に伴うページ数の増加による子どもたちの重量負担を軽減するために，２分冊にしています。
	→全単元
→１年

→５年，６年

	
	②教科書のレイアウトやイラストは，子どもたちの親しみやすさや発達段階に配慮されているか。


	②表紙を含むレイアウトやイラストは，子どもに親しみのもてるものにし，随所に美しいカラー写真を配し，魅力ある紙面構成に努めています。
	●各学年に登場する子どもキャラクターは，学年単位で描き分け，１年間の成長を１つの世界観で表現するようにしています。

●作業や体験などの活動を促す場面は，その内容がイメージしやすいように，子どもたちが実際に活動している写真を多く用いています。
	→全単元

→全単元

	
	③子どもたちが親しみやすく，学習意欲を高めるような工夫がなされているか。
	③子どもたちの関心を高め，親しみやすく，効率的な学習指導が図れるように配慮しています。
	●巻頭は，問題解決的な学習の展開例，ノートの書き方，教科書で使われているマークの意味，今後の学習に必要な既習事項などを掲載して，学年当初に学習のオリエンテーションができるようにしています。

●新しい単元の導入は，原則見開き構成とし，操作，既習事項の振り返り，身の回りの観察などを通して，学習への動機付けや素地作りを行う「単元アプローチ」を設けています。

●巻末に設けた切り取り用の折り込みの図形やパーツなどにはミシン目を入れ，時間の効率化が図れるようにしています。
	→上巻P.２～８

　（２年以降）

→２年上P.92

４年下P.92

６年下P.58

ほか

→２年上巻末

４年上巻末

ほか

	
	④学校（授業）と家庭（自学）の両方の場面で，教科書を有効に使用できる工夫がなされているか。


	④学校でも家庭でも，教科書を有効に活用でき，しかも子どもたちに学習習慣が確立されるような構成にしています。


	●巻頭に《教科書の使い方》を設け，教科書で使われているマークの意味や各コーナーの設定意図などを保護者にもわかるように解説しています。
●ＡＢ判の紙面を生かした側注では，「見通し」「話し合いの観点」「キャラクターの吹き出し」などを通して学習の手がかりを示唆しています。

●単元前の《次の学習のために》，側注の《もう一度考えよう》，巻末の《力をつけよう》は，子どもの実態に応じた柔軟な取り扱いができるので，家庭学習においても有効に利用することができます。
	→上巻P.６～７

　（２年以降）

→全単元（２年以降）
→全単元（２年以降）



	印刷・造本
	●印刷は鮮明で見やすく，製本は堅牢であるか。

①文字の大きさ，行間，字間は適切であるか。
	①文字の大きさ，字間，行間は，子どもの発達段階なども考慮して，読みやすく，見やすくなるように配慮しています。
	●文字組は，できるだけ行間をあけて，全体としてゆったりと空間をとるようにしています。また，本文の字体は教科書体を用い，重要語句などのゴシック体や書き文字書体も教科書用の字形にして，国語科の学習と齟齬が生じないようにしています。
	→全単元

	
	②印刷は鮮明で見やすくなっているか。また，色彩は適切であるか。
	②教科書全体を４色印刷とし，めりはりのある美しい紙面にしています。
	●彩色は，目に優しい中間色を基調にしつつ，めりはりのある紙面になるように部分的に原色系の色も使用しています。
	→全単元

	
	③装丁は魅力があり，紙質，製本は長期間の使用に耐えるようにできているか。
	③本文用紙は紙質を保ちつつ軽量化しています。

製本は，長期間の使用にも耐え得る堅牢な造りにしています。
	●表紙は，耐水性や堅牢性を考慮して表面加工を施したり，折り込みは本文より紙質を厚くしたりして，堅牢性に配慮した造りにしています。
●本文用紙は，裏写りしないような紙質を保ち，目に優しいものにしています。
	→全単元

→全単元



	
	④印刷や造本で，環境・健康への配慮はなされているか。
	④本文用紙は再生紙を使用しています。また，印刷は植物性インクを使用しています。
	●資源保護に配慮し，写真の鮮明性を保ちながら，表紙・本文ともに再生紙を使用しています。

●植物性インクを使用しているので，従来の印刷に比べ人体への影響が少なくなっています。
	→全単元

→全単元
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